
2009年１月２日，房総丘陵の小河川において淡水ガメの越冬場所を調査していた際，増水時に浸食さ

れたと思われる陸上の横穴奥で越冬するニホンイシガメ（以下イシガメ）を記録した（図１）．この河川では

1994年１月４日の調査で７個体の陸上越冬するイシガメを確認したが，それ以降，陸上の穴で越冬する個

体が確認されてきた．多くのイシガメは澱みや横穴など水中で越冬することが知られているが（小賀

野,1996など），中には陸上で越冬する個体がいるようである．最近では，2016年１月16日に北総の谷津

田の奥にある傾斜地にできた横穴内でも集団で陸上越冬するイシガメを記録した（図２）．この地域のイシ

ガメ個体群はその多くが穴の近くにある池の中で越冬するが，陸上越冬する個体が調査の始まった前年

の冬から複数回確認されている．このように陸上を選択して越冬する個体にはどのような特徴があるのか，

どのような条件下で陸上越冬をするのか，この習性はイシガメだけに見られるものでクサガメやアカミミガ

メにはないのか，この習性がアライグマによる被害を増大させているのかなど，いくつかの興味深い研究

テーマを提供してくれる．
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図１．河川脇の陸上の横穴で越冬するニホンイシガ

メ（2009年１月２日に撮影）

図２．谷津田奥の傾斜地にできた陸上の横穴で越冬

するニホンイシガメ（2016年１月16日に撮影）


